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  Environmental simulation tools are now widely used at exercises of architectural drawings in college 
curriculums. From the point of training for building designer, ability of spatial recognition based on 
only environmental information, i.e., thermal comfort, wind speed, and outdoor sounds, are more 
important than mastering the usage of those softwares. 
In this paper outdoor sounds were focused on, and some trials were performed as follows; Students 
listened some digital sounds recorded in urban areas, and tried to draw urban forms that might have 
surrounded the recorded points without any information about urban forms. Direct sounds of car traffic 
etc. from the right or from the left direction lead right answers, but in some cases reflection of sounds 
on brick walls etc. were disturbed to lead right answers. And also it’s clarified that the long term repeats 
of these trials raised the percentage of right recognition of urban forms. 
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1. はじめに 
 
建築外部空間における音が、計画の段階で積極的なデザインの対象となることは、現在
のところあまりない。結果的に、偶然から音環境の面白さが形成されることはあることは
否定されないが、音の大きさのレベルやリバーブ感の空間配置はなかなかコントロールで
きるものではないこともあり、意図しない騒音苦情が発生することも、めずらしいことで
はない。 
建築外部空間の音環境を数値解析的にとらえようとする学術的研究は、建築環境工学の
分野で日進月歩に進められている。環境の数値シミュレーションツールは実に多くのもの
があり、大きなプロジェクトなどではこれらを利用しながら、熱、光、空気、そして音の
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事前解析や評価が綿密に行われることもある。これらのツールの応用は実務にとどまらず、
大学の建築教育においても、環境工学演習の一環として導入されることも多くなってきて
いる。将来的に、ツールのシミュレーション精度が上がり、また教育的にヒューマンイン
ターフェースの確立が進めば、設計段階でツールを使いこなしながら計画するデザイナー
が生まれる可能性もある[1]。 
現在の環境シミュレーションツールの教育上のメリットは大きい反面、建築教育の現場
で活用する場合には、以下のような点も指摘できる。 
a. 熱、空気、音などの見えないものを可視化することを目的としたもので、視覚を共感覚
とする感性を養おうとしていること。すなわち、暑さ、うるささといったものの直接体
験ではないこと。 
b. 建築物のデザインを先行させ、結果としての環境が表示されること。環境をコントロー
ルするという立場からは、トライアンドエラーを前提とした、逆方向の思考の流れとな
っていること。 
本報告では、音の環境に焦点を絞り、屋外の環境音を聴取して建築外部空間の形状を類
推するという、従来の環境シミュレーションツールとは入出力を逆の流れを教育に取り入
れることの可能性を考察した。すなわち、大学の授業を想定した短期間の訓練で、環境音
から建築外部空間をイメージできるようになるかについて、その訓練方法の基本的な考え
方を確立する。さらに、正解が導かれやすい場合と、誤答を招きやすい場合を比較するこ
とにより、屋外において学生を混乱させる外部音の要素を明らかにすることを試みた 2)。 
なお、目の見えない方が、長期間の生活で獲得する空間把握の精度の高さについては既
に指摘されているところであるが、本研究では、建築学科の一般的な学生を対象としたも
ので、適切な音環境を形成するための建築物の規模や大まかな形状が把握できるようにな
ることを目標としており、過度な推定精度の高さを求めようとするものではない。 
 
2. 方法 
 
2.1 被験者実験の方法 
建築系の学生（学部 4 年次生）5 名に被験者の協力を得て、2012 年 10 月から 12 月の 2
ヶ月間、ほぼ週 1 回ごと実験を実施した。本研究における被験者実験に採用の可能性のあ
る方法には、さまざまなものが考えられる。例えば、被験者に目隠しをしてもらって対象
地に連れて行く、といった方法も考えられなくはないが、建築の授業の一環として実施で
きる比較的簡易な方式を確立したいという立場から、録音した音源を、学内の研究室や講
義室でじっくり聞いてもらい、推定した空間の状況とさまざまな発生音の種類と位置を、
地図化して表現してもらう方法を採用した。 
建築外部空間の推定結果の表現方法であるが、①あらかじめ、複数の風景パノラマ写真
を示して、正解を選ばせるという方法、および②無地の用紙に自由に書き込んでもらう方
法、の 2 つの試験方法を実施した。前者は、4 枚のパノラマ写真の中から正解の写真を 1
枚選び、番号に丸を付けてもらうもので、実施回数を重ねるごとの正答率のトレンドを検
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が、対面する建物間や、複数棟で囲まれた小公園などで発生している音源が多かったが、
その状況を的確な形で読み取った回答も、後半には徐々に見られるようになった。また、
Fig.3 右のように、道路が直交していない状況は、ノーヒントでは道路の方向を推定する
ことはできなかったが、それでも建物位置関係については、複数の被験者がある程度妥当
な推定をしていることも読み取れる。 
Table 2 は、被験者の解答用紙から読み取ることのできる全般的な傾向をまとめたもの
である。写真選択の試験と同様、音源の近くに存在するコンクリートブロックや雁木など
からの反射音を、建物の壁からの反射音と誤判断したものが見られた。また、周辺建物の
高さや距離感は、なかなかつかみづらかったように見えた。その一方で、試験を繰り返す
うちに正解を導くことがあったり、建物の外壁における反射以外の状況が存在することに
意識が向くようになった被験者も存在した。正解率などの数値的指標の向上をもって示す
には至っていないものの、今回設定した学習期間以上の時間をかけて取り組むことにより、
空間把握の能力を示すことのできる可能性は示唆された。 
 
4. まとめ 
 
4.1 結論 
建築外部空間において収録した音源のみを聴取し、これをもとに建築外部空間の形状を
推定させる実験を、建築学科の学生を対象に実施した結果を報告した。本研究で得られた
知見は以下の通りである。 
1) 複数のパノラマによる風景写真を提示し、正解を選択させた場合については、試験を
数ヶ月繰り返すことによって、正答率が向上することを示した。この場合は、自動車
交通や歩行者からの直接音の方向性は判断の大きな要素となっているが、ブロック塀
が隣接する収録ポイントでは反射音と直接音の判断ができない場合が多いなどの傾向
も見られた。 
2) 無地の用紙に、50m 四方程度の建物群の配置や音源の種類と位置を自由に記入させた場
合については、直接音やリバーブ音を左右や前後に聞き分けることについては、比較
的容易にできており、路地や小公園などで囲まれた空間の存在を把握できる場合もあ
った。ただし、建物の高さや距離感の判断は被験者によってばらつきが大きくなる傾
向が見られ、本実験で繰り返した回数だけでは、正解に近づきにくかった。また、直
交していない道路のような複雑さの把握にも、限界がみられた。 
 
4.2 今後の研究の方向性 
 いずれの被験者もが、徐々に確信を持った正解を導けるようになっていく過程を実感で
きていた。建築系の学生諸氏であるから、将来、音の感性の鋭さから来る空間づくりにつ
いて、一言ある技術者になってくれれば、との思いももった。 
都市や建築の環境のコンピュータシミュレーションは、一般に、都市の形と材料と気象
データを入力して、表面温度分布や気温・気流の分布を出力する、というスタイルが一般
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